
名は体を表すというが，表意文字である漢字で書く病名を見る

と，その特徴がうまく象徴的に示されている．肝硬変，心筋梗塞，

胆石，痛風，白内障などなど……これらの病名を考案した先人には

脱帽である．そのような見方で脳卒中を見るとどうなるだろうか．

脳は部位を示す名称だからおくとして，ここではほかの2文字につ

いてみてみよう．

まず“卒”であるが，この文字は一兵卒などと用いられるよう

に，位の高くない兵士や召使い，しもべに当てられる．そのほかに

は急なあわただしい出来事の際の“急に，にわかに”という意味が

ある．脳卒中は，急に，にわかに発症するから，この病気のイメー

ジを適確に示している．さらに卒には“終了”あるいは“ついに”

という意味もある．卒業という語を見ればそれがわかるが，一語で

も「～卒」といえば，その学校などの課程を終えたことを表す．他

方，脳卒中は日本人の死因の上位にランクされており，死とは背中

合わせの病気でもある．したがって，脳卒中の卒という文字に込め

られたもう1つの側面の“ついに”であるが，これは終了とも重な

りあう．すなわち死に通じるニュアンスをうかがうことができる．

最後の文字は“中”である．中は真ん中という意味のほかに，

“当たる”という意味ももっている．この当たるには，良い場合と

悪い場合とがある．前者の例としては，的中に代表されるように，

宝くじなどがズバリ当たるときに用いられる．一方，悪い用例とし

ては毒に当たる場合の中毒がその典型である．体にとってマイナス

の場合に用いられる．熱中症の中も同じ意味である．脳卒中の中も

同類であることは間違いない．

このように脳卒中をあらためて分解して見直すと，この病気は脳

に突然生じる，しかもしばしば死と隣合わせの病態に当たったもの

ということになろう．

昨今の医療の進歩により，たとえ“脳”が“卒”に“中”の状態

に陥っても，それを“卒”にさせない種々の試みが実用化されてい

る．その成果もあって，かつては日本人の死因のトップを占めてい

た脳卒中は，現在では3位にまでランクを下げた．ところで，医療

技術の進歩の恩恵を最大限に受けるためには，患者の側にはそれな

りの日頃の摂生が求められている．メタボリックシンドローム状態

にあるかないかによっても，その福音の表れ方に差があろうことは

容易に想像できる．こんなふうに書くと，必ずしも模範的とは言え

ない日々を送っている筆者自身に対し，日頃の生活を悔い改めよと

いう天からの啓示がふってきそうな気配もする．そのお怒りに当た

らないうちに，このあたりで筆をおこう． (坂本穆彦)
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